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『
経
典
余
師
』
考

678

-
　
四
書
ヲ
平
が
ナ
二
て
ざ
っ
と
解
申
候

『
経
典
余
師
四
書
之
部
』
初
版
付
載
広
告
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

う

へ

の

だ

ん

　

よ

み

や

う

経
典
余
師
　
此
書
は
上
層
に
読
法
を
平
仮
名
に
て
し
る
し

し
た
の
だ
ん

下
層
に
本
文
を
あ
げ
て
同
じ
く
ひ
ら
か
な
に
て
初
学
の
人
に

ち

う

し

や

く

　

そ

よ

み

が

く

も

ん

　

い

と

ま

て
も
聞
え
や
す
き
様
に
注
尺
す
素
読
学
問
の
暇
な
き
人
又
は

へ

ん

ひ

　

し

　

と

も

　

　

と

こ

ろ

　

　

　

た

ち

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

て

う

は

う

辺
邸
の
師
に
乏
し
き
地
に
て
も
忽
ち
も
の
し
り
と
な
る
重
宝
の

書
也

鈴
　
　
木
　
　
俊
　
　
幸

名
を
用
い
て
頭
書
に
書
下
し
文
へ
本
文
に
続
け
て
双
行
で
解
釈
を
平

易
に
記
す
と
い
う
形
式
の
経
籍
注
釈
書
は
'
素
読
独
習
を
可
能
と
す

る
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
『
よ
し
の
冊
子
』
　
二
に
次
の
よ
う
な

風
聞
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

経
典
余
師
と
名
付
へ
　
四
書
ヲ
平
ガ
ナ
ニ
て
ざ
っ
と
解
申
候
渓

】
B
9

大
六
と
申
ス
讃
岐
国
ノ
浪
人
儒
者
被
召
出
候
サ
タ
御
ざ
候
よ

し
。
右
経
典
余
師
、
奥
筋
ノ
不
学
ノ
大
杯
賞
翫
仕
候
由
。
尤
右

(
-
)

大
六
此
節
御
当
地
へ
罷
出
逗
留
仕
罷
在
候
由
。

『
経
典
余
師
四
書
之
部
』
に
は
へ
　
こ
の
　
「
読
法
」
　
に
つ
い
て
記
す

「
凡
例
附
言
」
　
が
九
丁
あ
り
、
本
書
の
利
用
の
仕
方
が
具
体
的
か
つ

丁
寧
に
示
し
て
あ
る
。
広
告
文
が
繰
り
返
し
強
調
す
る
よ
う
に
平
仮

天
明
八
年
　
(
一
七
八
八
)
　
正
月
こ
ろ
の
記
事
と
思
わ
れ
る
。
『
経

典
余
師
』
　
の
著
者
渓
百
年
　
(
代
六
、
世
尊
)
　
に
つ
い
て
は
へ
　
『
鳥
叡

藩
史
第
一
巻
』
(
一
九
六
九
年
一
二
月
へ
鳥
取
県
立
鳥
取
図
書
館
)
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藩
士
列
伝
に
一
項
備
わ
る
。
そ
の
中
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

初
、
世
尊
が
経
典
余
師
を
著
は
す
や
'
幕
府
以
為
ら
く
'
聖
人

の
書
に
ま
め
仮
名
を
付
し
て
刊
行
す
る
は
'
聖
経
を
軽
ん
ず
る

所
以
な
り
と
。
因
て
之
を
江
戸
に
召
し
将
に
罪
す
る
所
あ
ら
ん

と
す
。
世
尊
対
ふ
る
に
'
是
れ
吾
老
母
の
素
読
に
便
に
L
へ
　
且

つ
意
義
の
解
釈
を
容
易
な
ら
し
め
ん
が
為
に
せ
し
の
み
。
敢
て

他
意
あ
る
に
非
ず
と
。
幕
吏
其
の
孝
恩
に
出
づ
る
の
故
を
以
て

遂
に
之
を
問
は
ず
。

後
代
の
編
纂
物
に
て
'
典
拠
も
判
然
と
し
な
い
怪
し
げ
な
記
述
で

あ
る
が
'
『
よ
し
の
冊
子
』
　
の
伝
え
る
風
聞
と
や
や
符
合
す
る
。
い

息
へ
　
「
召
出
」
　
の
事
実
を
他
に
裏
付
け
る
術
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
が
'

経
書
と
し
て
は
手
軽
な
半
紙
本
と
い
う
書
型
で
　
「
四
書
ヲ
平
ガ
ナ
こ

て
ざ
っ
と
解
」
　
-
師
要
ら
ず
の
書
籍
は
、
そ
の
登
場
自
体
へ
　
「
聖
経

を
軽
ん
ず
る
」
も
の
へ
　
こ
れ
ま
で
の
教
授
法
へ
　
学
問
伝
統
か
ら
逸
脱

す
る
も
の
と
し
て
'
そ
れ
な
り
に
衝
撃
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
.
「
衝
撃
的
」
　
と
表
現
は
し
た
が
、
そ
の
爆
発
的
と
も
い
え
る

流
行
へ
　
流
布
の
様
子
に
比
し
て
、
じ
つ
は
へ
　
『
経
典
余
師
』
　
と
い
う

書
名
は
へ
　
こ
の
当
時
も
へ
　
ま
た
こ
の
後
も
学
者
を
は
じ
め
識
者
た
ち

の
言
説
に
は
ほ
と
ん
ど
の
ぼ
ら
な
い
。
著
者
の
渓
百
年
に
し
て
も
'

近
世
期
に
お
け
る
評
価
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
ず
、
「
逸
脱
」
　
な
り

に
学
問
の
世
界
か
ら
は
無
視
さ
れ
て
い
た
に
等
し
い
様
子
で
あ
る
。

近
代
に
な
っ
て
も
'
思
想
史
学
を
は
じ
め
諸
学
に
よ
る
言
及
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
古
書
店
や
古
書
展
へ
　
ま
た
旧
家
蔵
書
に
ふ
ん
だ
ん
に
見

当
た
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
(
見
当
た
る
が
ゆ
え
に
と
い
う
べ
き
か
)

(
2
)

『
経
典
余
師
』
と
い
う
書
籍
に
つ
い
て
の
研
究
も
ほ
と
ん
ど
無
い
。

そ
の
存
在
に
つ
い
て
の
認
知
は
経
験
的
に
あ
り
な
が
ら
へ
学
芸
史
・

思
想
史
と
い
っ
た
学
問
の
射
程
に
は
入
っ
て
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
'
『
経
典
余
師
』
　
出
版
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
絶
妙
で
あ
っ
た
。

寛
政
改
革
下
の
学
問
奨
励
と
い
う
風
の
下
へ
　
大
い
に
重
宝
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
「
奥
筋
ノ
不
学
ノ
大
杯
賞
翫
仕
候
」
　
と
い
う
の
も
ま
ん
ざ

ら
風
聞
の
み
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
『
よ
し
の
冊
子
』
　
十
七
の

風
聞
記
事
、

小
普
請
杯
よ
り
学
問
の
書
上
い
た
し
候
所
、
組
こ
よ
り
へ
　
聖
堂

と
ハ
聖
通
と
可
書
事
也
と
セ
話
致
申
候
も
有
之
へ
　
南
部
主
税
支

配
杯
こ
て
ハ
'
経
書
ハ
小
学
、
史
類
ハ
論
語
へ
　
経
済
の
書
ハ
近

恩
録
と
か
け
杯
と
申
候
由
。
書
出
し
候
者
甚
困
り
候
由
。

6/P
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な
ど
を
真
に
受
け
る
と
'
幕
臣
の
学
問
水
準
は
惨
潅
た
る
も
の
で
あ

り
、
『
経
典
余
師
』
　
の
よ
う
な
書
籍
が
'
当
座
の
に
わ
か
勉
強
に
活

用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
に
想
像
で
き
る
。

恋
川
春
町
作
へ
　
寛
政
元
年
　
(
一
七
八
九
)
蔦
屋
重
三
郎
刊
の
黄
表

あ
ふ
む
か
へ
し
ぶ
ん
ぶ
の
ふ
た
-
ち

紙
『
鶴
鵡
返
文
武
二
道
』
は
寛
政
改
革
下
の
世
相
を
う
が
っ
た
作
と

し
て
有
名
で
あ
る
が
へ
　
そ
の
第
十
一
丁
表
、
武
士
が
菅
公
　
(
松
平
定

信
を
擬
す
)
作
の
　
『
九
官
鳥
』
　
(
『
鶴
鵡
言
』
を
擬
す
)
　
を
求
め
に
本

が
く
も
ん

屋
を
訪
れ
る
場
面
が
あ
る
。
書
入
れ
に
「
学
問
の
道
、
日
々
さ
か
ん

お

こ

な

　

　

　

　

　

　

　

　

ゑ

ん

ぎ

し

き

に
な
り
、
孝
弟
忠
信
の
道
さ
か
ん
に
行
は
れ
へ
此
御
代
に
延
喜
式
・

・
P
く

延
喜
格
の
書
も
出
で
き
に
け
り
」
な
ど
と
あ
り
へ
　
定
信
治
世
下
の
学

問
ブ
ー
ム
を
茶
化
し
て
い
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
た
の
は
須
原
屋
伊
八

の
店
頭
で
、
「
書
林
/
す
は
ら
や
/
北
沢
/
書
韓
」
　
と
書
か
れ
た
出

き

う

か

ん

て

う

　

こ

と

ば

し
箱
が
あ
り
へ
　
「
菅
公
御
作
/
秦
吉
了
の
言
葉
」
　
「
大
学
或
問
」
　
「
百

年
先
生
著
/
経
典
余
師
」
　
の
外
題
看
板
が
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
『
経

典
余
師
』
　
の
流
行
ぶ
り
を
う
か
が
う
に
足
る
が
'
こ
れ
が
も
て
は
や

さ
れ
る
よ
う
な
学
問
状
況
を
う
が
っ
て
も
い
る
は
ず
で
あ
る
。

山
東
京
伝
作
画
へ
寛
政
二
年
(
一
七
九
〇
)
蔦
屋
重
三
郎
刊
の
黄

表
紙
『
謎
粁
お
新
鮮
』
は
小
野
茎
地
獄
巡
り
の
趣
向
で
世
相
を

う
が
つ
作
品
で
あ
る
。
第
八
丁
裏
・
九
丁
表
は
「
暗
闇
地
獄
」
　
の
場

面
で
、
無
学
文
盲
の
罪
人
に
読
書
の
責
苦
を
与
え
て
い
る
。
そ
こ
に

そ

つ

か

　

　

　

ご

ろ

鬼
の
師
匠
に
つ
い
て
素
読
を
し
て
い
る
亡
者
の
　
「
足
下
は
こ
の
頃
出

け

い

で

ん

よ

し

　

ご

ら

ふ

　

　

　

　

　

う

ら

　

　

　

　

　

ま

　

　

あ

た
経
典
余
師
を
御
覧
じ
た
か
へ
　
恨
む
ら
-
は
間
に
合
い
す
ぎ
ま
す

の
」
　
と
い
う
言
が
あ
る
。
「
足
下
」
　
は
川
柳
で
も
お
馴
染
み
、
武
士

の
使
う
言
葉
と
し
て
類
型
化
さ
れ
て
い
る
。
『
経
典
余
師
』
が
、
「
間

に
合
い
す
ぎ
」
る
-
ら
い
の
重
宝
な
書
と
し
て
'
不
勉
強
な
武
士
の

間
で
話
題
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
臓
酢
京
伝
予
誌
』
は
'
同
年
伏
見
屋
善
六
刊
の
京
伝
作
酒
落
本

で
あ
る
。
書
名
が
「
経
典
余
師
」
　
の
も
じ
り
で
あ
る
こ
と
言
う
ま
で

も
な
い
。
見
返
眉
上
に
は
「
寛
政
二
庚
成
新
錆
」
と
記
し
'
そ
の
下

に
「
戯
作
四
書
鑑
延
/
京
伝
予
誌
/
書
経
　
大
観
堂
」
と
あ
っ

ち
か
ご
ろ
よ

て
'
こ
れ
も
『
経
典
余
師
』
　
の
趣
を
摸
す
。
自
序
に
は
「
近
来
世
に

を

こ

な

ほ

　

け

い

て

ん

よ

し

　

　

し

よ

　

み

る

　

　

あ

ん

ば

い

行
　
る
1
経
典
余
師
と
云
書
を
閲
に
。
塩
梅
よ
し
の
お
で
ん
よ
り
。

う

は

て

　

　

　

　

　

　

ひ

　

　

　

　

　

　

め

く

ら

　

　

や

　

み

　

て

ふ

ち

ん

　

こ

　

け

上
手
を
ゆ
き
た
る
美
味
に
し
て
。
盲
目
の
杖
闇
夜
の
堤
燈
。
愚
歯
な

あ

か

る

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

て

ら

八
兵
衛
を
も
明
し
。
土
手
の
八
町
を
も
照
し
て
。
特
に
人
の
大
門

い

た

　

　

　

　

　

　

　

か

　

ご

　

　

こ

れ

　

　

　

　

　

　

あ

る

ロ
に
至
ら
し
む
の
は
や
藍
興
は
。
此
に
し
-
も
の
有
べ
か
ら
す
」
と

こ

　

け

　

　

　

　

　

　

　

あ

か

る

く

あ
り
へ
　
こ
れ
も
、
「
愚
由
な
八
兵
衛
を
も
明
」
す
る
至
便
の
書
と

し
て
の
　
『
経
典
余
師
』
流
行
を
伝
え
る
。
本
文
は
「
大
学
」
「
中
庸
」

だ

い

ら

く

　

　

つ

う

よ

う

　

　

ぶ

ん

ご

　

ま

う

し

「
論
語
」
「
孟
子
」
を
も
じ
っ
た
　
「
大
楽
」
「
通
用
」
「
豊
後
」
「
申
」

の
四
章
で
構
成
さ
れ
る
。
『
経
典
余
師
』
　
は
、
ま
さ
に
時
の
書
と
し

て
、
も
じ
り
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

680
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じ
よ
う
ろ
の
ま
こ
と
と

寛
政
二
年
鶴
屋
喜
右
衛
門
版
の
芝
全
交
作
黄
表
紙
『
遊
妓
　
宴

閤

E

3

H

琵

E

B

5

B

卵
角
文
字
』
も
'
当
時
の
仮
名
付
経
書
の
流
行
を
う
が
っ
た
作
で
あ

る
こ
と
は
'
す
で
に
中
山
右
尚
「
『
遊
妓
塞
卵
角
文
字
』
と
　
『
大

:o:学
』
」
　
に
指
摘
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
へ
　
「
大
学
」
　
の
版
面
と
本
文
の
も

じ
り
を
趣
向
と
す
る
『
遊
枝
葉
卵
角
文
字
』
は
'
天
明
九
年
(
寛
政

元
年
)
正
月
鶴
屋
喜
右
衛
門
版
の
　
『
大
学
平
仮
名
附
』
へ
　
ま
た
は

『
経
典
余
師
』
　
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
仮
名
付
の
経
書

の
'
寛
政
改
革
下
の
江
戸
に
お
け
る
流
行
ぶ
り
を
う
が
と
う
と
し
た

も
の
で
あ
る
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
改
革
の
風
は
　
『
経
典
余
師
』
流
行
を
煽
っ
た
。
し
か

し
こ
れ
は
一
過
の
流
行
に
終
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
『
経
典
余
師
』

は
へ
　
そ
の
多
-
が
明
治
に
至
る
ま
で
版
・
摺
り
を
重
ね
て
い
く
。
ま

た
へ
　
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
　
『
経
典
余
師
』
　
の
様
式
を
模
し
た
平
仮
名

付
訓
の
書
籍
が
開
版
さ
れ
て
い
く
。
『
経
典
余
師
』
へ
　
ま
た
そ
の
様
式

を
借
り
た
書
籍
群
は
寛
政
以
後
と
い
う
時
代
を
特
色
づ
け
る
出
版
物

と
一
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

2
　
『
経
典
余
師
』
　
の
出
版
状
況

2
・
-
　
四
書
之
部

『
経
典
余
師
四
書
之
部
』
は
'
玉
藻
集
館
へ
　
す
な
わ
ち
渓
百
年
の

蔵
版
で
'
天
明
六
年
(
一
七
八
六
)
　
に
初
版
が
刊
行
さ
れ
る
。
所
見

本
は
'
い
ず
れ
も
第
十
巻
　
(
中
庸
巻
)
　
末
丁
表
に
蔵
版
記
、
裏
に

「
京
都
書
林
　
中
川
勝
四
郎
/
銭
屋
庄
兵
衛
/
武
村
嘉
兵
衛
/
勝
村

次
右
衛
門
/
文
台
屋
次
良
兵
衛
/
大
池
次
良
右
衛
門
/
江
戸
書
林

須
原
屋
茂
兵
衛
/
山
崎
金
兵
衛
/
大
坂
書
林
　
清
水
長
右
衛
門
/
山

口
又
一
/
森
田
伝
兵
衛
/
寺
田
吉
九
郎
/
相
原
屋
与
左
衛
門
」
と
い

う
売
弘
君
津
一
覧
記
事
を
載
せ
る
も
の
で
あ
る
。
初
行
「
中
川
勝
四

郎
」
　
と
中
は
ど
　
「
須
原
屋
茂
兵
衛
」
、
末
尾
　
「
相
原
屋
与
左
衛
門
」

の
部
分
が
大
木
で
あ
る
。
こ
れ
以
前
の
形
の
も
の
、
つ
ま
り
よ
り
初

印
に
近
い
も
の
が
今
後
見
つ
か
る
可
能
性
が
あ
る
。
『
割
印
帳
』
　
寛

政
元
年
酉
十
二
月
廿
五
日
割
印
の
条
に
　
「
天
明
六
年
六
月
/
経
典
余

師
四
書
部
　
全
部
十
冊
　
渓
代
録
作
　
坂
元
京
中
川
藤
四
郎
　
売

6
K

出
し
山
崎
金
兵
衛
」
　
と
見
え
る
の
ほ
う
　
『
上
組
済
帳
標
目
』
　
の
寛
政

r

・

▼

・

,

元
年
酉
九
月
盾
同
二
年
成
正
月
迄
の
条
に
　
「
1
　
経
伝
鈴
師
四
書
之

(
5
)

部
江
戸
添
状
之
事
」
と
あ
る
記
事
に
対
応
す
る
と
思
わ
れ
る
。
江
戸

売
弘
に
際
し
て
中
川
が
こ
れ
に
加
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

初
版
の
柱
刻
上
部
が
黒
口
で
あ
る
の
に
対
し
'
第
二
版
以
後
は

「
経
典
余
師
」
　
の
書
名
が
そ
の
部
分
に
彫
り
込
ん
で
あ
る
の
で
ひ
と

目
で
識
別
で
き
る
。
第
二
版
は
寛
政
六
年
(
一
七
九
四
)
　
の
刊
行
で

あ
る
。
蔵
版
記
は
変
わ
ら
ず
(
た
だ
し
,
鳳
風
の
蔵
版
印
の
は
か
に
　
似
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員
葉
の
印
が
加
わ
る
)
へ
　
そ
の
裏
面
に
　
「
天
明
六
丙
午
年
六
月
原
刻

/
寛
政
六
甲
寅
年
十
一
月
再
刻
/
大
阪
書
林
　
柏
原
屋
与
左
衛
門
/

相
原
屋
嘉
兵
衛
」
と
い
う
刊
記
を
備
え
る
。
初
版
の
最
末
期
の
印
と

思
わ
れ
る
も
の
は
、
第
十
巻
後
表
紙
見
返
刊
記
に
　
「
浪
華
書
林
　
相

原
屋
与
左
衛
門
/
相
原
屋
嘉
兵
衛
」
と
記
す
が
、
そ
の
前
に
「
謡

四
書
之
部
　
全
部
十
冊
/
同
　
小
学
之
部
　
全
部
五
冊
/
同
　
孝
経

之
部
　
全
一
冊
/
同
　
四
書
序
之
部
　
全
一
冊
/
同
　
詩
経
之
部

全
部
八
冊
」
　
と
い
う
広
告
を
載
せ
る
。
こ
れ
は
へ
　
「
四
書
序
之
部
」

ま
で
広
告
し
、
す
な
わ
ち
「
詩
経
之
部
」
　
の
広
告
記
事
が
な
く
へ
末

に
　
「
浪
華
書
林
　
順
慶
町
五
丁
目
柏
原
屋
与
左
衛
門
」
　
と
あ
る
も

の
よ
り
印
次
が
下
り
へ
詩
経
之
部
刊
行
の
寛
政
五
年
(
一
七
九
三
)

四
月
こ
ろ
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
版
木
の
摩
耗
に
よ
る
摺
刷
の
荒
れ

は
相
当
で
あ
る
。
初
版
の
版
木
は
へ
　
そ
の
耐
用
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
摺
刷

に
供
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
新
板
願
出
印
形
帳
』
第
七
冊
に
「
一
経
典
余
師
　
四
書
之
部

再
板
　
全
部
　
十
冊
/
作
者
難
波
村
渓
代
録
/
開
坂
入
順
慶
町

(
6
)

五
丁
目
相
原
屋
与
左
衛
門
(
下
略
)
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
へ
末
に

「
寛
政
式
年
成
四
月
」
　
の
年
記
が
備
わ
る
。
寛
政
二
年
に
は
再
版
を

企
画
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
の
爆
発
的
な
売
れ
行
き
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
『
割
印
帳
』
　
寛
政
七
卯
年
六
月
廿
六
日
割
印
の
条
に
は
　
「
寛

政
六
年
十
l
月
/
四
書
経
典
余
師
全
拾
冊
渓
代
録
著
売
出
し
　
紺

西
村
源
六
　
板
元
大
坂
相
原
屋
与
左
衛
門
」
　
と
あ
り
、
江
戸
で
の

売
弘
は
出
版
翌
年
の
こ
と
と
な
る
。

第
三
版
は
文
政
七
年
(
一
八
二
四
)
刊
で
刊
記
は
「
文
政
七
甲
申

年
正
月
三
刻
/
大
阪
書
林
順
慶
町
五
丁
目
相
原
屋
与
左
衛
門
」
と

な
る
o
『
出
勤
帳
』
三
十
五
番
(
文
政
七
年
正
月
十
l
　
日
)
　
に
は

「
相
原
屋
与
左
衛
門
よ
り
も
　
経
典
余
師
四
書
之
部
へ
　
再
板
出
来
二
付

(
7
)

先
例
之
通
聞
届
、
白
板
料
請
取
添
章
相
認
候
事
」
と
見
え
る
。

第
四
版
は
天
保
十
三
年
(
一
八
四
二
)
刊
。
刊
記
は
「
天
保
十
三

壬
寅
年
二
月
四
刻
/
江
戸
書
林
日
本
橋
通
壱
丁
目
須
原
屋
茂
兵
衛

/
大
阪
書
林
順
慶
町
五
丁
目
相
原
屋
与
左
衛
門
」
　
で
、
『
新
板
願

出
印
形
帳
』
第
十
九
冊
に
、

覚

一
経
典
余
師
四
書
之
部
　
全
部
十
冊

右
之
書
板
行
所
持
仕
被
在
候
所
板
行
摩
滅
致
候
二
付
再
板
仕
度

段
願
出
候
所
卸
間
届
被
成
下
恭
奉
存
候
尤
右
再
板
仕
候
義
二
付

何
方
へ
も
差
構
無
之
候
然
候
上
者
元
板
通
無
相
違
再
板
仕
候
万

一
相
違
之
義
在
之
候
ハ
、
年
行
司
御
衆
中
如
何
様
共
御
取
計
可

被
成
候
其
外
故
障
等
出
来
候
共
御
差
図
次
第
違
背
中
間
舗
候
為
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後
日
一
札
析
而
如
件

天
保
十
三
寅
年
三
月

'rr-'}

年
行
司
御
衆
中

相
原
屋
与
左
衛
門
　
[
印
]

と
見
え
　
(
『
開
坂
御
願
書
和
』
に
も
同
様
の
記
事
あ
り
)
へ
　
こ
れ
も
版

木
の
摩
耗
に
よ
る
再
版
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
五
版
は
嘉
永
五
年
(
一
八
五
一
一
)
刊
で
あ
る
。
蔵
版
記
の
裏
丁

に
「
嘉
永
五
年
/
王
子
正
月
五
刻
/
三
都
/
発
免
/
書
韓
　
須
原
屋

茂
兵
衛
/
須
原
屋
伊
八
/
岡
田
屋
嘉
七
/
山
城
屋
佐
兵
衛
/
勝
村
治

右
衛
門
/
河
内
屋
喜
兵
衛
/
河
内
屋
和
助
/
秋
田
屋
市
兵
衛
/
象
牙

屋
治
良
兵
衛
/
相
原
屋
与
左
衛
門
/
敦
賀
屋
九
兵
衛
/
敦
賀
屋
彦

七
」
と
い
う
刊
記
を
備
え
る
。
ま
た
へ
　
文
政
版
ま
で
柱
刻
に
あ
っ
た

「
玉
藻
集
館
蔵
」
と
い
う
文
字
が
な
-
な
り
へ
　
書
票
版
と
な
る
。

第
六
版
は
明
治
四
年
(
一
八
七
一
)
秋
田
屋
市
兵
衛
の
刊
行
で
あ

る
。
『
新
板
願
出
印
形
帳
』
第
二
十
一
冊
に
、

天
保
十
三
壬
寅
年
四
再
刻

嘉
永
五
壬
子
年
五
再
刻

右
之
諸
従
来
所
持
仕
居
候
処
板
行
致
摩
滅
候
二
付
再
坂
仕
度
此

段
御
願
被
下
度
顧
上
候
尤
右
再
板
仕
候
儀
二
付
何
方
江
茂
差
構

無
之
候
然
ル
上
者
元
板
通
再
板
可
仕
候
万
一
相
違
之
儀
等
有
之

候
ハ
、
年
行
司
御
衆
中
如
何
共
御
取
計
可
被
下
候
其
外
故
障
等

出
来
候
ハ
、
御
差
図
次
第
違
背
中
間
敷
候
為
後
日
仇
而
如
件

明
治
三
午
年
六
月
八
日

秋
田
屋
市
兵
衛

'

蝣

<

?

蝣

-

年
行
司
御
衆
中

一
四
書
経
典
余
師
　
全
十
冊
　
故
人
高
松
藩
著
述
者
谷
百
年

但
　
天
明
六
丙
午
年
原
刻
　
再
坂
入
秋
田
屋
市
兵
衛

寛
政
六
甲
寅
年
再
刻

文
政
七
甲
申
年
三
再
刻

外
　
五
人

と
あ
る
。
『
出
勤
帳
』
　
七
十
四
番
、
明
治
四
年
正
月
十
一
日
の
条
に

「
秋
市
よ
り
、
四
書
余
師
再
板
製
本
出
来
二
付
、
上
ケ
本
三
部
井
二

席
出
本
壱
部
都
合
四
部
受
取
、
白
板
歩
銀
差
出
、
添
章
弐
通
相
認
置

候
事
」
へ
　
ま
た
同
年
正
月
二
十
七
日
の
条
に
　
「
上
ケ
本
之
品
々
へ
　
井

二
新
開
板
願
出
之
品
々
へ
　
願
書
へ
調
印
致
し
置
候
品
々
、
左
之
通

(S)

(
中
略
)
　
〇
四
書
余
師
へ
　
右
同
断
　
秋
市
」
　
と
あ
る
の
で
'
願
出
か

ら
半
年
余
で
出
来
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本

(
1
3
7
2
5
0
)
　
に
よ
れ
ば
、
刊
記
は
「
明
治
三
庚
午
年
十
二
月
六
刻
官

許
/
三
府
発
免
書
韓
/
須
原
屋
茂
兵
衛
/
山
城
屋
佐
兵
衛
/
岡
田
屋

683
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嘉
七
/
須
原
屋
伊
八
/
勝
村
治
右
衛
門
/
河
内
屋
喜
兵
衛
/
山
内
屋

五
郎
助
/
伊
丹
屋
善
兵
衛
/
近
江
昆
平
助
」
と
な
る
。
ま
た
摺
刷
年

次
不
明
で
、
「
官
許
/
書
韓
　
東
京
　
通
り
油
町
　
水
野
慶
治
郎
/

大
阪
　
心
斎
橋
通
備
後
町
南
へ
入
　
小
谷
卯
兵
衛
」
と
い
う
刊
記
を

有
す
る
も
の
も
確
認
で
き
る
。

ま
た
へ
こ
れ
ら
と
は
別
に
へ
文
久
元
年
(
l
八
六
l
)
に
は
『
欄

経
典
余
師
』
が
出
版
さ
れ
て
い
る
〇
　
四
書
の
各
序
を
そ
れ
ぞ
れ
の
本

文
前
に
置
い
た
も
の
、
す
な
わ
ち
へ
　
『
四
書
序
之
部
』
　
を
取
り
合
わ

せ
た
も
の
で
あ
る
。
原
序
に
し
て
も
本
文
に
し
て
も
全
く
別
版
で
あ

ォ
)

り
、
本
文
に
は
小
異
が
あ
る
。
原
版
に
あ
っ
た
前
付
・
後
付
は
す
べ

て
無
-
な
り
へ
あ
ら
た
め
て
安
政
四
年
積
翠
陳
人
の
序
と
「
附
言
」

を
備
え
る
。
刊
記
に
は
「
文
久
元
辛
酉
年
細
精
改
刻
/
江
阪
/
着
岸

/
発
允
/
須
原
屋
茂
兵
衛
/
山
城
屋
佐
兵
衛
/
岡
田
屋
嘉
七
/
河
内

星
喜
兵
衛
/
炭
屋
五
郎
兵
衛
/
豊
田
屋
卯
左
衛
門
/
象
牙
屋
治
郎
兵

衛
/
敦
賀
屋
彦
七
/
秋
田
屋
市
兵
衛
」
と
あ
る
よ
う
に
江
戸
と
大
坂

の
版
元
が
並
ん
で
い
る
が
、
版
元
は
最
後
に
記
さ
れ
て
い
る
秋
田
屋

市
兵
衛
で
あ
る
。
『
安
政
紀
元
以
後
他
国
版
売
出
添
章
讃
文
帳
』
　
に

は
「
同
年
(
文
久
二
年
)
八
月
十
六
日
/
1
　
四
書
経
典
余
師

坂
元
大
坂
秋
田
屋
市
兵
衛
/
全
拾
冊
/
売
出
人
　
丁
子
屋
庄
兵
衛

(
3
)[

印
]
」
と
あ
り
へ
京
都
で
は
丁
子
屋
庄
兵
衛
に
売
弘
を
任
せ
て
い
る
。

天
保
十
三
年
(
1
<
四
二
)
へ
本
屋
鋳
次
郎
か
ら
『
大
学
余
師
』
　
桝

中
本
l
冊
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
題
茶
は
「
大
学
余
師
　
全
」
と
し
へ

柱
刻
魚
尾
上
に
　
「
経
典
余
師
」
　
の
語
が
あ
る
。
初
二
T
　
「
凡
例
附

言
」
　
に
経
書
学
習
の
意
義
、
ま
た
読
法
を
簡
略
に
記
し
、
本
文
は

『
経
典
余
師
』
　
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。
刊
記
は
　
「
天
保

十
三
壬
寅
年
四
月
/
赤
坂
一
ッ
木
町
/
本
屋
錬
次
郎
板
」
o
本
屋
鏡

次
郎
は
'
天
保
十
四
年
に
　
『
野
馬
台
詩
余
師
』
　
(
中
本
一
冊
)
　
も
出

版
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
「
天
保
十
四
発
卯
年
　
赤
坂
一
ッ
木
町

本
屋
鏡
次
郎
板
」
と
い
う
刊
記
を
削
除
し
た
も
の
も
あ
る
の
で
、
鏡

次
郎
の
出
版
事
業
は
長
続
き
し
な
か
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
へ
　
半
紙
本
l
冊
、
黄
襲
色
F
E
繋
ぎ
艶
出
表
紙
で
も
　
「
大
学
余

師
　
全
」
と
い
う
遊
芸
を
備
え
る
大
学
巻
の
み
の
l
本
が
あ
る
O
見

返
に
は
「
讃
岐
渓
百
年
先
生
述
　
謂
/
諸
大
学
之
部
全
/
吉
雄

学
遊
堂
梓
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
紅
色
料
紙
の
様
子
な
ど
か
ら
明
治
期

の
印
行
と
思
わ
れ
る
。
学
遊
堂
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
'
後
表

紙
見
返
に
「
山
形
十
日
町
/
荒
井
太
四
郎
/
製
本
之
印
」
と
い
う
印

文
の
方
形
印
が
押
捺
さ
れ
て
あ
る
の
で
'
山
形
で
出
来
た
も
の
と
恩

わ
れ
る
。
前
付
一
切
を
欠
き
、
す
ぐ
に
本
文
が
始
ま
る
が
'
柱
刻
に

「
玉
藻
菜
館
蔵
」
　
の
文
字
が
あ
る
の
で
'
天
保
十
三
年
版
以
前
の
も

の
に
基
づ
い
て
そ
の
ま
ま
覆
刻
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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さ
ら
に
は
、
翻
刻
本
と
称
す
る
の
が
適
当
と
思
わ
れ
る
が
'
明
治

八
年
(
1
八
七
五
)
刊
の
銅
版
本
へ
　
さ
ら
に
そ
の
再
版
の
明
治
十
七

年
(
一
八
八
四
)
版
を
確
認
し
う
る
。

2
・
2
　
孝
経
之
部

『
四
書
之
部
』
　
に
続
い
て
開
版
さ
れ
た
の
が
　
『
孝
経
之
部
』
　
で
あ

る
。
初
版
は
'
「
四
書
之
部
出
来
　
五
経
井
忠
経
武
経
七
書
追
々
刻

成
/
天
明
七
丁
未
年
十
一
月
/
皇
都
書
林
山
本
長
兵
衛
/
淡
海
治

良
書
/
東
都
書
林
山
崎
金
兵
衛
/
前
川
六
左
衛
門
/
浪
華
書
林
荒

木
佐
兵
衛
/
山
口
又
一
郎
/
森
田
伝
兵
衛
/
清
水
長
右
衛
門
」
と
い

う
刊
記
を
後
表
紙
見
返
に
有
す
る
。
見
返
に
　
「
讃
岐
渓
百
年
先
生
述

欄
捌
/
緩
孝
経
之
部
全
/
四
書
既
に
世
に
お
こ
な
は
れ
今
又
此
経

を
開
板
す
五
経
小
学
武
経
七
書
等
皆
先
生
の
解
あ
り
追
々
梓
行
せ
ん

事
を
翼
の
み
/
浪
華
書
林
畢
鶴
堂
蔵
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
柱
刻

下
に
も
「
群
鶴
堂
梓
」
と
あ
る
の
で
'
刊
記
の
末
尾
に
記
載
さ
れ
て

い
る
清
水
長
石
衛
門
の
蔵
版
で
あ
る
。
『
割
印
帳
』
　
寛
政
元
年
三
月

廿
三
日
割
印
の
条
に
は
「
天
明
七
年
丁
未
年
/
経
典
余
師
孝
経
　
全

一
冊
　
渓
百
年
先
生
作
　
坂
元
大
坂
相
原
屋
佐
兵
衛
　
売
出
し
山

崎
金
兵
衛
」
と
あ
り
へ
　
柏
原
屋
佐
兵
衛
が
他
国
へ
の
売
弘
を
図
っ
て

い
る
。
架
蔵
本
に
は
須
原
屋
茂
兵
衛
の
仕
入
印
が
あ
り
、
そ
の
脇
の

符
牒
に
は
「
柏
佐
」
　
の
文
字
が
見
え
る
。
須
原
屋
茂
兵
衛
が
相
原
屋

佐
兵
衛
か
ら
仕
入
れ
た
本
で
あ
る
。
『
孝
経
之
部
』
　
の
出
版
に
は
問

題
が
あ
っ
た
よ
う
で
'
『
上
組
済
帳
標
目
』
　
天
明
八
年
申
九
月
盾
酉

正
月
迄
の
条
に
「
一
経
典
余
師
孝
経
之
部
板
出
来
二
付
大
坂
敢
合

之
事
」
、
ま
た
、
同
九
年
酉
正
月
ヨ
-
寛
政
元
年
五
月
迄
の
条
に
は

「
一
孝
経
線
師
出
入
相
済
売
買
之
事
」
と
見
え
る
。
清
水
長
右
衛
門

版
に
遅
れ
て
京
都
版
が
出
来
、
そ
れ
が
大
坂
書
韓
と
の
間
で
出
入
の

因
と
な
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
初
版
に
基
づ
-
覆
刻
版
が
存
在
す
る
。
架
蔵
の
も
の
は
'
見

返
・
凡
例
・
刊
記
が
無
-
'
柱
刻
に
は
「
群
鶴
堂
梓
」
と
あ
る
も
の

の
へ
　
題
蒼
も
含
め
て
明
か
に
別
版
で
、
元
版
主
の
合
意
の
も
の
と
は

思
い
に
く
い
。

第
二
版
は
文
化
六
年
(
一
八
〇
九
)
　
の
刊
行
で
あ
る
。
『
出
勤
帳
』

二
十
四
番
へ
　
文
化
六
年
十
二
月
五
日
の
記
事
に
　
「
一
経
典
孝
経
之

部
、
添
章
三
通
相
認
メ
河
太
へ
相
渡
事
」
「
一
孝
経
よ
し
再
板
へ
　
河

(
2
)

太
よ
り
願
出
候
二
付
へ
　
聞
届
ケ
候
事
」
と
見
え
る
よ
う
に
河
内
屋
太

助
の
版
と
な
る
。

文
化
十
二
年
(
T
八
i
五
)
　
の
刊
記
を
も
つ
江
戸
版
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
重
版
で
あ
る
。
渓
百
年
の
序
文
を
欠
き
'
刊
記
を
「
文
化
十

一
一
亥
年
/
五
月
吉
日
/
東
都
　
山
盛
堂
板
」
と
す
る
ほ
か
は
'
ほ
ぼ
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文
化
六
年
河
太
版
の
覆
刻
と
な
る
。
山
盛
堂
の
何
も
の
で
あ
る
か
は

未
詳
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
版
で
'
刊
記
部
分
を
削
去
L
へ
　
見
返
に

「
書
韓
帽
輩
梓
」
と
あ
る
の
も
あ
る
が
、
東
易
堂
に
つ
い
て
も
不

明
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
元
版
主
に
無
断
の
出
版
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

ら
と
は
別
版
か
も
し
れ
な
い
が
、
『
出
勤
帳
』
　
三
十
九
番
へ
　
文
政
十

一
年
　
(
1
八
二
八
)
　
二
月
二
十
日
の
条
に
　
「
l
　
河
多
よ
り
も
　
経
典

孝
経
垂
坂
本
持
出
へ
　
三
都
売
留
メ
之
義
願
出
候
事
」
へ
　
ま
た
同
年
三

月
廿
日
の
条
に
　
「
一
江
戸
行
司
中
へ
、
河
太
へ
　
経
典
孝
経
之
売
留

メ
書
状
相
認
メ
候
事
へ
井
二
含
英
相
合
よ
り
駒
府
一
隅
さ
し
構
之
口

(
2
)

上
書
1
統
二
申
遣
候
事
」
　
と
あ
り
へ
　
『
孝
経
之
部
』
　
の
重
版
が
取
り

沙
汰
さ
れ
て
い
る
。
『
上
組
済
帳
標
目
』
　
文
政
十
一
子
正
月
よ
り
五

月
迄
の
条
に
「
l
　
孝
経
経
典
余
師
重
板
之
義
二
付
大
坂
行
司
よ
り

書
状
至
来
之
事
_
井
二
河
内
屋
太
助
殿
口
上
書
写
売
留
之
事
」
と
あ

る
の
も
、
こ
れ
に
対
応
す
る
記
事
で
あ
ろ
う
。
複
数
の
重
版
の
存
在

は
、
本
書
の
需
要
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。

第
三
版
は
天
保
十
四
年
(
1
八
四
三
)
　
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本

文
頭
書
末
に
　
「
孝
経
読
法
終
/
天
明
七
年
/
丁
未
十
1
月
/
刺
/
文

化
六
年
/
己
巳
七
月
/
二
刻
/
天
保
十
四
年
/
発
卯
九
月
/
三
刻
」

と
あ
り
へ
後
表
紙
見
返
に
「
天
保
十
四
年
契
卯
歳
九
月
再
刻
/
皇
都

書
林
　
出
雲
寺
文
治
郎
/
東
都
書
林
　
須
原
屋
茂
兵
衛
/
浪
華
書
林

河
内
屋
仁
助
/
河
内
屋
大
助
」
と
い
う
刊
記
を
備
え
る
。
こ
の
第
三

版
の
版
木
は
長
-
命
を
保
っ
た
よ
う
で
'
明
治
二
十
五
年
印
本
が
確

認
で
き
る
　
(
た
だ
し
、
題
茶
お
よ
び
凡
例
と
本
文
の
l
部
は
第
三
版

の
覆
刻
)
。
刊
記
は
　
「
明
治
廿
五
年
四
月
五
日
再
刻
/
発
行
者
大
阪

市
東
区
安
土
町
四
丁
目
三
十
八
番
屋
敷
鈴
木
常
松
/
専
売
者
大
阪

市
東
区
安
土
町
四
丁
目
拾
一
番
地
積
善
館
/
専
売
者
福
岡
市
博
多

中
島
町
積
善
館
支
店
/
印
刷
者
大
阪
市
東
区
南
久
太
郎
町
四
丁
目

三
番
地
井
上
義
助
」
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
孝
経
之
部
』
の
版
数
は
多
い
と
は
い
え
な
い
。

素
読
の
入
門
書
と
し
て
圧
倒
的
な
需
要
の
あ
る
経
書
で
あ
る
だ
け
に
も

そ
し
て
-
ス
ク
の
少
な
い
手
軽
な
分
量
の
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
重

版
や
類
似
の
注
釈
書
が
多
-
出
回
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
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2
・
3
　
弟
子
職

『
経
典
余
師
弟
子
職
』
一
冊
は
'
渓
百
年
の
『
経
典
余
師
』
中
唯

一
の
江
戸
関
版
本
で
'
天
明
九
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
見
返
に

「
讃
岐
渓
百
年
先
生
述
諸
/
諾
弟
子
職
全
/
東
都
書
韓
帽
鋸

梓
」
、
刊
記
は
「
経
典
余
師
四
書
之
部
　
同
帝
範
余
師
/
同
忠
孝
二

経
余
師
　
同
孫
子
余
師
/
同
礼
記
余
師
　
同
小
学
之
部
/
同
弟



(169) 『経典余師』考

子
職
　
六
書
追
出
/
天
明
九
己
酉
　
東
都
書
林
　
室
町
三
丁
目

須
原
屋
市
兵
衛
/
本
町
三
丁
目
西
村
源
六
/
日
本
橋
通
二
丁
目
小

林
新
兵
衛
」
と
な
っ
て
い
る
　
(
後
表
紙
見
返
に
小
林
新
兵
衛
の
蔵
版

書
E
]
を
掲
げ
る
も
の
も
あ
り
)
。
『
割
印
帳
』
寛
政
元
年
三
月
廿
三
日

割
印
の
条
に
　
「
弟
子
職
経
典
余
師
　
全
一
冊
　
百
年
先
生
作
　
坂
元

売
出
し
小
林
新
兵
衛
須
原
屋
市
兵
衛
」
と
見
え
る
。

本
書
は
こ
の
一
版
し
か
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
見
返
の
「
帽

削
坊
梓
」
の
部
分
を
「
喜
墨
梓
」
と
改
刻
し
た
後
修
本
(
刊
記
は

同
じ
)
が
あ
り
へ
和
泉
屋
金
右
衛
門
が
の
ち
に
求
版
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
本
書
は
比
較
的
現
存
が
少
な
く
'
後
修
本
に
し
て
も
版
面

の
疲
れ
は
さ
ほ
ど
な
い
の
で
'
他
の
　
『
経
典
余
師
』
と
比
べ
て
さ
し

た
る
部
数
は
印
行
さ
れ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
需
要
の

低
さ
が
予
想
で
き
る
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
江
戸
の
本
屋

が
参
入
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

2
・
4
　
小
学
之
部

『
小
学
之
部
』
　
十
巻
五
冊
の
初
版
は
寛
政
三
年
　
(
一
七
九
一
)
　
で

あ
る
。
刊
記
は
「
寛
政
三
年
辛
亥
夏
六
月
/
大
坂
書
林
　
順
慶
町
五

丁
目
相
原
屋
清
右
衛
門
/
同
相
原
屋
興
左
衛
門
/
同
相
原
屋
嘉

兵
衛
」
と
あ
り
へ
大
坂
の
本
屋
の
手
に
な
る
。

『
新
板
願
出
印
形
帳
』
第
七
冊
に
'
「
一
経
典
余
師
小
学
之
部

作
者
讃
州
丸
亀
辻
泰
蔵
/
全
部
　
五
冊
　
開
坂
入
順
慶
町
五
丁

目
相
原
屋
清
右
衛
門
/
(
中
略
)
/
寛
政
弐
年
成
二
月
」
と
あ
り
へ

辻
泰
蔵
名
義
で
手
続
き
を
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
序
に
は
'
既
刊

の
も
の
に
つ
い
て
「
方
コ
是
時
一
l
一
也
o
壮
歳
ノ
虚
飾
未
㌘
除
カ
。

妄
リ
ニ
録
コ
姓
氏
う
。
今
ニ
シ
テ
而
深
ク
悔
は
効
雪
辱
ヲ
於
名
家
こ
と
あ

る
。
序
末
の
署
名
も
「
野
夫
識
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
の
は
名
を
伏

せ
た
い
が
ゆ
え
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
辻
泰
蔵
」
　
の
名
は
、
寛
政
五

年
刊
『
詩
経
之
部
』
　
の
閲
版
手
続
き
で
も
使
用
さ
れ
て
お
り
へ
寛
政

八
年
刊
『
孫
子
之
部
』
　
で
は
「
作
者
讃
洲
浜
千
賀
太
」
と
い
う
名

前
が
使
わ
れ
て
い
る
。
実
在
し
た
人
間
で
あ
る
の
か
ど
う
か
両
者
と

も
未
詳
で
あ
る
。

『
割
印
帳
』
　
寛
政
四
年
正
月
十
三
日
割
印
の
条
に
　
「
寛
政
三
年
亥

六
月
/
経
典
余
師
　
全
五
冊
　
大
岡
順
和
藤
祐
選
　
坂
元
大
坂
柏

原
清
右
衛
門
　
売
出
し
　
西
村
源
六
/
墨
付
二
百
五
十
八
丁
　
小
学

之
部
」
と
あ
り
へ
　
大
坂
に
て
出
版
さ
れ
た
あ
と
へ
　
さ
ほ
ど
時
を
置
か

ず
江
戸
で
売
り
広
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
し
て
も
、
『
経
典

余
師
』
人
気
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
る
。
初
版
に
も
版
木
の
疲
れ
た
後

印
本
(
架
蔵
本
は
第
五
冊
末
後
表
紙
見
返
に
「
欝
/
江
戸
日
本
橋

南
壱
丁
目
　
須
原
屋
茂
兵
衛
/
同
浅
草
茅
町
二
丁
目
　
同
伊
八
/
同
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日
本
橋
通
二
丁
目
　
山
城
屋
佐
兵
衛
/
同
芝
神
明
前
　
岡
田
屋
嘉
七

/
同
横
山
町
三
丁
目
　
和
泉
屋
金
右
衛
門
/
同
下
谷
池
之
端
仲
町

岡
村
庄
助
/
同
芝
神
明
前
　
和
泉
屋
吉
兵
衛
/
同
本
石
町
十
軒
店

英
屋
大
助
/
京
都
三
条
通
御
幸
町
角
　
吉
野
屋
仁
兵
衛
/
尾
州
名
古

屋
本
町
通
　
永
楽
屋
東
四
郎
/
同
同
所
　
菱
屋
藤
兵
衛
/
大
阪
心
斎

橋
通
北
久
太
郎
町
　
河
内
屋
喜
兵
衛
」
と
い
う
刊
記
を
備
え
る
)
　
が

確
認
で
き
、
長
-
刷
り
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

本
書
は
文
久
三
年
　
(
一
八
六
三
)
　
に
再
版
さ
れ
る
。
刊
記
は
「
寛

政
三
幸
亥
夏
六
月
/
文
久
三
突
亥
歳
再
刻
/
江
戸
書
津
　
須
原
屋
茂

兵
衛
/
岡
田
屋
嘉
七
/
山
城
屋
佐
兵
衛
/
京
都
同
　
菱
屋
孫
兵
衛
/

浪
花
同
　
豊
田
屋
卯
左
衛
門
/
河
内
屋
喜
兵
衛
/
河
内
屋
和
助
」
と

な
る
。
『
本
渡
帳
』
　
八
月
五
日
の
条
に
　
「
一
小
学
経
典
余
師
再
板

(S)

河
内
屋
喜
兵
衛
　
[
印
]
/
添
章
弐
通
、
願
本
共
」
と
あ
る
。

「
諾
四
書
之
部
全
部
十
冊
/
同
小
学
之
部
全
部
五
冊
/
同
　
相

孝
経
之
部
　
全
一
冊
/
寛
政
四
壬
子
年
六
月
/
浪
華
書
林
　
相
原
屋

与
左
衛
門
/
相
原
屋
嘉
兵
衛
/
鴻
池
屋
卯
吉
/
山
口
屋
又
一
郎
」
と

な
っ
て
い
る
が
'
初
丁
柱
刻
下
に
　
「
玉
藻
集
館
蔵
」
と
あ
る
の
で
渓

百
年
の
蔵
版
で
あ
る
。
初
版
に
は
、
後
表
紙
見
返
の
刊
記
が
無
-
、

末
に
河
内
屋
太
助
の
蔵
版
目
録
一
丁
を
備
え
る
後
印
本
も
あ
る
。

第
二
版
は
弘
化
三
年
(
一
八
四
六
)
　
刊
で
あ
る
。
見
返
眉
上
に

「
弘
化
三
丙
午
」
　
と
記
し
'
刊
記
は
末
丁
裏
に
　
「
弘
化
三
年
丙
午
五

月
/
書
林
　
江
戸
　
日
本
橋
通
一
丁
目
　
須
原
屋
茂
兵
衛
/
大
坂

南
久
太
郎
町
心
斎
橋
通
河
内
屋
又
市
郎
/
順
慶
町
五
丁
目
相
原
屋

与
左
衛
門
」
　
と
あ
る
。
『
四
書
序
之
部
』
　
は
都
合
二
版
の
み
で
は
あ

る
が
'
先
述
の
と
お
り
文
久
元
年
刊
『
欄
経
典
余
師
』
に
も
序
は
収

め
ら
れ
て
い
る
。

2
・
5
　
四
書
序
之
部

寛
政
四
年
(
1
七
九
二
)
　
に
は
『
四
書
序
之
部
』
一
冊
が
出
版
さ

よ

　

し

し

し

よ

　

ふ

す

て

　

よ

　

を

こ

な

れ
る
。
見
返
に
　
「
余
師
四
書
の
部
既
に
世
に
行
は
る
1
事
さ
か
ん
な

ひ

と

み

な

　

　

し

よ

　

た

ら

　

　

　

う

ら

　

よ

つ

　

い

ま

　

　

し

し

よ

　

あ

つ

さ

　

ち

り

り
人
皆
そ
の
序
の
足
さ
る
を
恨
む
依
て
今
そ
の
四
序
を
梓
に
鐘
は
む

と
い
ふ
」
と
あ
る
の
を
そ
の
ま
ま
信
ず
れ
ば
'
四
書
之
郡
に
省
か
れ

た
各
序
に
つ
い
て
の
要
望
が
高
く
企
画
さ
れ
た
も
の
。
刊
記
は

2
・
6
　
詩
経
之
部

『
詩
経
之
部
』
　
八
巻
八
冊
は
'
都
合
二
版
を
数
え
る
。
初
版
は
寛

政
五
年
(
一
七
九
三
)
刊
で
'
巻
末
に
「
寛
政
五
突
丑
年
四
月
/
大

坂
書
林
　
相
原
屋
与
左
衛
門
/
相
原
屋
嘉
兵
衛
」
と
い
う
刊
記
を
備

え
る
。
『
新
坂
願
出
印
形
帳
』
　
第
七
冊
に
も
　
「
覚
/
一
経
典
余
師
詩

経
之
部
　
全
部
五
冊
　
作
者
讃
州
丸
亀
辻
泰
蔵
/
(
中
略
)
/
寛



(171) 『経典余師』考

政
1
1
1
亥
年
一
一
月
　
閲
坂
入
相
原
屋
嘉
兵
衛
　
[
印
]
　
/
御
行
司
中
」

と
開
版
願
書
が
あ
る
。
『
割
印
帳
』
　
寛
政
五
年
突
丑
十
月
十
五
日
不

時
割
印
の
条
に
は
「
寛
政
五
年
九
月
/
経
典
余
師
詩
経
之
部
　
全
十

冊
　
讃
岐
百
年
先
生
著
　
坂
元
大
坂
相
原
屋
嘉
兵
衛
　
売
出
し
西

村
源
六
」
と
あ
り
へ
　
江
戸
で
も
寛
政
五
年
十
月
の
売
弘
で
あ
っ
た
。

第
二
版
は
嘉
永
二
年
　
(
一
八
四
九
)
　
の
刊
行
で
'
「
寛
政
五
発
丑

年
四
月
刻
/
嘉
永
二
己
酉
年
四
月
再
刻
/
江
戸
書
林
　
日
本
橋
通
一

丁
目
　
須
原
屋
茂
兵
衛
/
大
阪
書
林
　
北
久
太
郎
町
五
丁
目
　
河
内

屋
喜
兵
衛
/
順
慶
町
五
丁
目
　
相
原
屋
清
右
衛
門
/
同
町
　
柏
原
屋

与
左
衛
門
」
と
い
う
刊
記
を
備
え
る
。
こ
れ
に
は
「
発
行
/
書
津
/

江
戸
日
本
橋
通
一
丁
目
　
須
原
屋
茂
兵
衛
/
同
二
丁
目
　
山
城
屋
佐

兵
衛
/
同
　
芝
神
明
前
　
岡
田
屋
嘉
七
/
京
御
幸
町
御
地
南
　
菱
屋

孫
兵
衛
大
坂
堺
筋
長
堀
橋
南
詰
　
相
原
屋
武
助
/
同
心
斎
橋
南
一
丁

目
　
敦
賀
屋
九
兵
衛
/
同
安
堂
寺
町
　
敦
賀
屋
彦
七
/
同
堺
筋
大
宝

寺
町
角
　
豊
田
屋
芋
左
衛
門
」
や
「
発
行
/
君
津
/
江
戸
日
本
橋
南

壱
丁
目
　
須
原
屋
茂
兵
衛
/
同
浅
草
茅
町
　
同
伊
八
/
同
日
本
橋
通

二
丁
目
　
山
城
屋
佐
兵
衛
/
同
芝
神
明
前
　
岡
田
屋
嘉
七
/
同
横
山

町
三
丁
目
　
和
泉
屋
金
右
衛
門
/
同
芝
神
明
前
　
内
野
屋
弥
平
治
/

同
日
本
橋
通
二
丁
目
　
須
原
屋
新
兵
衛
/
同
室
町
二
丁
目
　
大
坂
屋

藤
助
/
京
都
三
条
通
御
幸
町
角
　
吉
野
屋
仁
兵
衛
/
尾
州
名
古
屋
本

町
通
　
永
楽
屋
東
四
郎
/
大
阪
心
斎
橋
通
安
土
町
　
河
内
屋
和
助

板
」
、
ま
た
　
「
発
行
/
書
林
/
江
戸
日
本
橋
南
壱
丁
目
　
須
原
屋
茂

兵
衛
/
同
浅
草
茅
町
　
同
伊
八
/
同
日
本
橋
通
二
丁
目
　
山
城
屋
佐

兵
衛
/
同
芝
神
明
前
　
岡
田
屋
嘉
七
/
同
横
山
町
三
丁
目
　
和
泉
屋

金
右
衛
門
/
同
下
谷
池
之
端
仲
町
　
岡
村
庄
助
/
同
芝
神
明
前
　
和

泉
屋
吉
兵
衛
/
京
都
三
条
通
御
幸
町
角
　
吉
野
屋
仁
兵
衛
/
尾
州
名

古
屋
本
町
通
　
永
楽
屋
東
四
郎
/
同
同
所
　
菱
屋
藤
兵
衛
/
同
同
所

菱
屋
乎
兵
衛
/
大
阪
心
斎
橋
通
北
久
太
郎
町
　
河
内
屋
喜
兵
衛
」
と

い
う
刊
記
の
も
の
等
種
々
の
後
印
本
を
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
「
安

政
三
丙
辰
年
改
正
/
三
都
/
書
韓
/
江
戸
日
本
橋
南
壱
丁
目
　
須
原

屋
茂
兵
衛
/
同
一
一
町
目
　
山
城
屋
佐
兵
衛
/
尾
州
名
古
屋
本
町
七
町

日
　
永
楽
屋
東
四
郎
/
京
二
条
東
洞
院
　
田
中
屋
治
助
/
大
阪
心
斎

橋
安
土
町
南
ヱ
大
　
河
内
屋
和
助
板
」
と
い
う
刊
記
を
も
つ
も
の
も

あ
る
が
'
こ
れ
は
嘉
永
版
と
同
版
で
あ
る
。

2
・
7
　
孫
子
之
部

『
孫
子
之
部
』
　
二
巻
二
冊
は
'
寛
政
八
年
　
(
一
七
九
六
)
　
の
刊
行

で
あ
る
。
刊
記
は
　
「
寛
政
八
年
丙
辰
年
正
月
発
行
/
大
坂
書
林
/
松

村
九
兵
衛
/
渋
川
与
左
衛
門
/
渋
川
清
右
衛
門
/
泉
本
八
兵
衛
/
浅

野
弥
兵
衛
/
梶
原
嘉
兵
衛
」
と
な
る
。
「
寛
政
八
丙
辰
年
正
月
発
行
　
脚
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/
欝
/
江
戸
日
本
橋
南
l
丁
目
　
須
原
屋
茂
兵
衛
/
同
芝
神
明
前

岡
田
崖
嘉
七
/
尾
州
名
古
屋
本
町
　
永
楽
屋
東
四
郎
/
京
都
寺
町
筋

三
条
西
　
丸
屋
善
兵
衛
/
仝
三
条
御
幸
町
角
　
吉
野
屋
仁
兵
衛
/
大

坂
心
斎
橋
筋
北
久
太
郎
町
　
河
内
屋
喜
兵
衛
/
仝
唐
物
町
商
工
大

河
内
屋
太
助
」
と
い
う
刊
記
の
後
印
本
も
あ
る
が
'
一
版
し
か
確
認

で
き
な
い
。

『
開
板
御
願
書
拍
』
　
に
は
　
「
覚
/
一
経
典
余
師
孫
子
之
部
七
十

一
丁
全
部
二
冊
/
作
者
讃
洲
浜
千
賀
太
/
開
坂
入
博
労
町
相

(
2
)

原
屋
嘉
兵
衛
」
と
見
え
る
。
『
新
板
願
出
印
形
帳
』
第
八
冊
に
は
'

「
覚
/
一
経
典
余
師
孫
子
之
部
　
全
二
冊
/
(
中
略
)
/
寛
政
七
卯

年
十
一
月
　
相
原
屋
嘉
兵
衛
　
[
印
]
　
/
御
行
司
所
中
」
と
あ
る
。
ま

た
、
『
出
勤
帳
』
　
十
三
番
へ
　
寛
政
八
年
五
月
十
八
日
の
条
に
は
　
「
l

経
典
孫
子
之
部
、
添
章
」
と
あ
り
へ
他
国
売
弘
が
許
可
さ
れ
て
い
る
。

『
割
印
帳
』
　
寛
政
八
辰
年
五
月
八
日
不
時
割
印
の
条
に
は
　
「
同
　
(
寛

政
七
年
)
正
月
/
経
典
余
師
孫
子
之
部
　
百
年
先
生
　
坂
元
相
原

屋
嘉
兵
衛
　
売
出
　
西
村
源
六
/
同
(
墨
付
)
七
十
二
丁
」
と
あ
り
へ

日
に
ち
が
若
干
敵
酷
す
る
。
『
出
勤
帳
』
　
の
記
事
は
江
戸
以
外
の
地

へ
の
添
章
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

2
・
8
　
書
経
之
部

『
書
経
之
部
』
　
六
巻
六
冊
は
文
化
十
二
年
　
(
一
八
l
五
)
　
の
開
版

で
あ
る
。
初
版
刊
記
は
末
冊
後
表
紙
見
返
に
「
文
化
十
二
年
乙
亥
二

月
/
平
安
書
林
　
今
村
八
兵
衛
/
田
中
市
兵
衛
/
石
田
治
兵
衛
/
風

月
庄
左
衛
門
/
東
都
書
林
　
須
原
茂
兵
衛
/
浪
華
書
林
　
渋
川
与
左

衛
門
/
藤
井
六
兵
衛
/
柳
原
善
兵
衛
/
森
本
太
助
」
と
あ
る
。
ま
た

「
禿
行
/
書
林
/
江
戸
日
本
橋
南
壱
丁
目
　
須
原
屋
茂
兵
衛
/
同
浅

草
茅
町
　
同
伊
八
/
同
日
本
橋
通
二
丁
目
　
山
城
屋
佐
兵
衛
/
同
芝

神
明
前
　
岡
田
屋
嘉
七
/
同
同
所
　
和
泉
屋
吉
兵
衛
/
同
下
谷
池
之

端
仲
町
　
岡
村
庄
助
/
同
本
銀
町
三
丁
目
　
永
楽
屋
丈
助
/
同
十
軒

店
　
英
屋
大
助
/
京
都
三
条
通
御
幸
町
角
　
吉
野
屋
仁
兵
衛
/
尾
州

名
古
屋
本
町
通
　
永
楽
屋
東
四
郎
/
同
同
所
　
菱
屋
藤
兵
衛
/
大
阪

心
斎
橋
通
北
久
太
郎
町
　
河
内
屋
喜
兵
衛
」
と
い
う
刊
記
を
別
冊
に

備
え
る
も
の
も
あ
る
。
『
出
勤
帳
』
　
二
十
八
番
　
(
文
化
十
一
年
五
月

十
一
日
)
　
に
　
「
一
経
典
書
経
之
部
へ
　
河
太
よ
り
願
出
へ
　
吟
味
料
受

(S3

取
置
候
へ
井
願
書
認
置
候
事
」
と
あ
る
。
そ
の
願
書
は
『
新
板
願
出

印
形
帳
』
第
十
二
冊
に
'
「
覚
/
一
経
典
余
師
書
経
之
部
　
全
部
五

冊
/
作
者
因
州
鳥
取
渓
代
録
/
開
坂
入
唐
物
町
四
丁
目
河
内
屋

太
助
/
　
(
中
略
)
　
/
文
化
十
一
成
年
五
月
　
開
坂
入
河
内
屋
太
助

(
2
)

[
印
]
　
/
年
行
司
衆
中
」
と
見
え
る
。
ま
た
、
『
開
板
御
原
書
拍
』
　
に

690



(173) 『経典余師』考

は
う
　
「
同
上
　
(
文
化
十
一
成
年
七
月
)
/
経
典
余
師
書
経
之
部
　
全

部
五
冊
/
作
者
因
洲
鳥
取
渓
代
録
/
開
板
人
唐
物
町
四
丁
目
河

内
屋
太
助
」
　
と
あ
る
。
ま
た
へ
　
『
出
勤
帳
』
　
二
十
九
番
へ
　
文
化
十
二

年
二
月
廿
日
の
条
に
　
「
一
書
経
余
師
出
来
へ
　
添
章
三
通
河
内
屋
太

助
へ
通
ス
'
願
本
戻
ス
'
白
板
料
受
取
　
(
中
略
)
一
書
経
経
典
余

節
/
右
上
ケ
本
書
付
認
候
事
」
と
あ
る
の
は
'
他
国
売
弘
に
関
る
も

の
か
と
思
わ
れ
る
。

本
書
は
安
政
五
年
(
一
八
五
八
)
　
に
再
版
さ
れ
る
。
刊
記
は
　
「
文

化
十
一
一
乙
亥
二
月
/
安
政
五
戊
午
正
月
再
刻
/
平
安
書
林
　
丸
屋
市

兵
衛
/
石
田
治
兵
衛
/
風
月
庄
左
衛
門
/
東
都
書
林
　
須
原
屋
茂
兵

衛
/
山
城
屋
佐
兵
衛
/
浪
花
書
林
　
河
内
屋
喜
兵
衛
/
河
内
屋
太
助

/
河
内
屋
源
七
郎
/
河
内
屋
和
輔
/
相
原
屋
与
左
衛
門
/
豊
田
屋
卯

左
衛
門
」
　
と
な
る
。
「
発
行
/
書
韓
/
江
戸
日
本
橋
南
壱
丁
目
　
須

原
屋
茂
兵
衛
/
同
浅
草
茅
町
　
同
伊
八
/
同
日
本
橋
通
二
丁
目
　
山

城
屋
佐
兵
衛
/
同
芝
神
明
前
　
岡
田
屋
嘉
七
/
同
両
国
横
山
町
三
丁

目
　
和
泉
屋
金
右
衛
門
/
同
芝
神
明
前
　
内
野
屋
弥
平
治
/
同
日
本

橋
通
二
丁
目
　
須
原
屋
新
兵
衛
/
同
室
町
二
丁
目
　
大
坂
屋
藤
助
/

京
都
三
条
通
御
幸
町
角
　
吉
野
屋
仁
兵
衛
/
尾
州
名
古
屋
本
町
通

永
楽
屋
東
四
郎
/
大
阪
心
斎
橋
通
安
土
町
　
河
内
屋
和
助
板
」
と
い

う
刊
記
の
後
印
本
も
あ
る
。
『
出
勤
帳
』
　
六
十
番
、
安
政
五
年
正
月

十
一
日
の
条
に
　
「
一
河
和
よ
り
'
書
経
経
典
余
師
へ
　
再
板
願
出
聞

届
遥
シ
'
印
形
取
置
候
事
」
へ
　
廿
日
の
条
に
　
「
一
河
和
助
よ
り
書
経

余
師
出
来
二
付
、
廿
四
匁
壱
分
白
板
請
取
、
同
出
本
壱
部
人
へ
　
記
帳

(
2
)

相
済
候
事
」
　
と
見
え
る
。
ま
た
　
『
安
政
紀
元
以
後
他
国
版
売
出
添

章
謹
文
帳
』
　
に
は
「
経
典
余
師
書
経
之
部
　
板
元
大
坂
河
内
屋
和
助

(ァ)

/
全
部
六
冊
　
売
出
人
右
同
人
　
(
風
月
庄
左
衛
門
)
　
[
印
]
」
　
と
見

え
へ
　
刊
記
に
見
え
る
風
月
庄
左
衛
門
が
京
都
の
売
弘
手
続
き
を
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

2
・
9
　
易
経
之
部

『
易
経
之
部
』
　
七
巻
七
冊
も
都
合
二
版
を
数
え
る
。
初
版
は
文
政

一
一
年
(
一
八
一
九
)
　
の
開
版
で
'
刊
記
は
　
「
文
政
二
年
己
卯
十
一
月

発
党
/
書
林
/
京
都
　
勝
村
治
右
衛
門
/
江
戸
　
須
原
茂
兵
衛
/
仝

伊
八
/
大
阪
　
渋
川
与
左
衛
門
/
浅
野
弥
兵
衛
/
柳
原
木
兵
衛
/
岡

田
儀
助
/
森
本
太
助
」
　
で
あ
る
。
こ
れ
に
も
「
発
行
/
君
津
/
江
戸

日
本
橋
通
壱
丁
目
　
須
原
茂
兵
衛
/
同
二
丁
目
　
山
城
屋
佐
兵
衛
/

同
二
丁
目
　
須
原
屋
新
兵
衛
/
同
芝
神
明
前
　
岡
田
屋
嘉
七
/
同
芝

神
明
前
　
和
泉
屋
吉
兵
衛
/
同
両
国
横
山
町
壱
丁
目
　
出
雲
寺
万
治

郎
/
同
浅
草
茅
町
二
T
E
E
]
　
須
原
屋
伊
八
/
大
坂
心
斎
橋
通
　
北
久

^

宝
寺
町
河
内
屋
源
七
郎
板
」
と
い
う
刊
記
の
も
の
な
ど
後
印
本
を
　
　
6
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い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。

『
出
勤
帳
』
三
十
二
番
(
文
政
二
年
二
月
五
日
)
　
に
　
「
一
右
同
人

(
河
内
屋
太
助
)
　
よ
り
も
　
易
経
経
典
余
師
へ
　
原
本
指
出
候
二
付
へ
　
相

改
候
様
串
間
候
事
」
へ
　
同
三
十
三
番
(
文
政
二
年
十
月
五
日
)
　
に

「
一
右
同
日
五
つ
時
、
天
満
組
惣
会
所
/
周
易
経
典
余
師
　
開
坂
入

河
内
屋
太
助
/
秀
吟
発
句
集
　
同
　
藤
尾
善
七
/
東
御
奉
行
様
御

免
」
　
と
あ
り
へ
　
さ
ら
に
同
三
十
三
番
　
(
文
政
三
年
二
月
五
日
)
　
に

(S)

「
一
経
典
余
師
易
経
へ
上
ケ
本
書
付
相
認
ル
」
と
見
え
へ
　
開
版
手
続

き
の
流
れ
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
新
板
取
出
印
形
帳
』
　
第
十

三
冊
に
は
「
覚
/
一
周
易
経
典
余
師
　
全
部
七
冊
/
作
者
因
州
鳥

取
渓
代
録
/
開
板
人
唐
物
町
四
丁
目
河
内
屋
太
助
/
右
之
書
文

政
二
卯
年
二
月
奉
願
上
　
同
年
十
月
奉
御
奉
行
様
御
免
被
為
　
仰
付

難
有
奉
存
候
所
此
度
序
文
弐
枚
政
文
弐
枚
都
合
四
枚
相
増
井
二
題
号

経
典
余
師
易
経
之
部
与
仕
板
行
仕
候
処
十
一
日
作
者
よ
り
申
出
候
問

何
卒
御
願
上
可
被
下
候
万
一
何
方
よ
り
差
構
申
出
候
共
年
行
司
衆
中

御
差
図
次
第
違
背
申
問
敷
候
為
後
日
仇
而
如
件
/
文
政
二
卯
年
十
1

月
　
開
坂
入
河
内
屋
太
助
　
[
印
]
　
/
年
行
司
衆
中
」
と
あ
り
、
「
周

易
経
典
余
師
」
　
の
書
名
で
開
版
手
続
き
を
進
め
て
い
た
も
の
を
'

「
経
典
余
師
易
経
之
部
」
と
改
め
へ
　
序
蚊
を
付
加
し
て
出
版
す
る
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
　
(
『
開
板
御
願
書
和
』
　
に
も
同
様
の
記

事
が
あ
る
)
0

第
二
版
は
嘉
永
元
年
(
1
八
四
八
)
刊
で
あ
る
。
刊
記
は
　
「
嘉
永

元
戊
申
一
二
月
再
刻
/
書
林
　
京
都
　
勝
村
治
右
衛
門
/
江
戸
　
須
原

茂
兵
衛
/
仝
伊
八
/
山
城
屋
佐
兵
衛
/
大
阪
　
渋
川
与
左
衛
門
/
柳

原
木
兵
衛
/
岡
田
儀
助
/
森
本
太
助
」
と
な
る
。
同
版
で
「
発
行
/

書
韓
/
京
都
三
条
通
御
幸
町
　
吉
野
屋
仁
兵
衛
/
東
京
日
本
橋
南
壱

丁
目
　
須
原
屋
茂
兵
衛
/
同
通
二
T
E
n
　
山
城
屋
佐
兵
衛
/
同
　
同

所
　
須
原
屋
新
兵
衛
/
同
芝
神
明
前
　
岡
田
屋
嘉
七
/
同
　
同
所

和
泉
屋
市
兵
衛
/
同
両
国
横
山
町
三
丁
目
　
和
泉
屋
金
右
衛
門
/
同

下
谷
池
之
端
仲
町
　
岡
村
屋
庄
助
/
尾
州
名
古
屋
本
町
通
　
永
楽
屋

東
四
郎
/
同
　
同
所
　
万
屋
東
平
/
同
　
同
所
　
菱
屋
藤
兵
衛
/
同

同
所
　
菱
屋
平
兵
衛
/
大
阪
心
斎
橋
通
安
土
町
　
河
内
屋
喜
兵
衛

坂
」
と
い
う
刊
記
の
も
の
も
あ
り
、
こ
の
版
木
で
明
治
期
ま
で
摺
刷

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

692

・
*
>
・
2
　
近
恩
録

『
経
典
余
師
近
恩
録
』
十
四
巻
五
冊
は
天
保
十
四
年
(
一
八
四

三
)
、
河
内
屋
太
助
の
刊
行
で
あ
る
。
「
天
保
十
四
発
卯
歳
正
月
発
覚

/
三
都
/
書
林
/
京
都
三
条
通
堺
町
西
へ
入
　
出
雲
寺
文
治
郎
/
江

戸
日
本
橋
通
壱
丁
目
　
須
原
屋
茂
兵
衛
/
大
阪
心
斎
橋
通
唐
物
町
南
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へ
大
　
河
内
屋
仁
助
/
同
仝
南
久
宝
寺
町
北
へ
大
　
河
内
屋
直
助
/

同
全
通
唐
物
町
南
へ
大
　
河
内
屋
太
助
」
と
い
う
刊
記
の
l
版
し
か

今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
。
『
出
勤
帳
』
　
五
十
一
番
　
(
天
保
十
年

八
月
五
日
)
　
に
　
「
一
河
太
よ
り
も
　
近
思
録
余
師
願
出
候
二
付
、
相

改
願
書
相
認
メ
、
定
法
通
り
印
形
取
へ
　
吟
味
料
請
取
候
事
」
へ
　
ま
た
へ

天
保
十
年
十
月
廿
五
目
の
条
に
は
　
「
一
河
太
願
近
恩
録
経
典
、
河

源
願
導
窺
私
録
、
右
弐
品
願
御
免
下
ル
、
行
司
加
善
供
、
願
大
雨

∴
∵人

」
と
あ
り
へ
　
出
版
願
か
ら
刊
行
ま
で
数
年
を
要
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

3
　
「
余
師
」
　
の
時
代

『
経
典
余
師
』
　
は
、
四
書
之
部
を
筆
頭
に
、
尋
常
な
ら
ざ
る
量
の

発
行
部
数
で
あ
っ
た
こ
と
が
そ
の
版
数
か
ら
推
測
し
う
る
。

天
保
三
年
(
一
八
三
二
)
　
に
出
版
さ
れ
た
　
『
傾
城
情
史
　
大
客
』

(
関
亭
京
鶴
作
、
京
都
田
中
専
助
版
)
　
は
　
『
経
典
余
師
大
学
』
　
の
パ

ロ
デ
ィ
で
あ
る
。
酒
落
本
的
な
内
容
の
戯
作
に
は
珍
し
い
半
紙
本
と

こ
の
し
よ

い
う
体
裁
は
　
『
経
典
余
師
』
を
摸
し
て
の
も
の
。
見
返
に
　
「
此
書
ハ

ひ

や

く

ね

ん

せ

ん

せ

い

　

け

い

で

ん

よ

し

百
年
先
生
の
経
典
余
師
に
な
ら
ひ
」
　
と
あ
る
よ
う
に
'
自
序
や
附

言
へ
　
ま
た
本
文
も
「
大
学
」
本
文
を
も
じ
っ
た
漢
文
に
双
行
の
割
注

を
付
け
て
'
『
経
典
余
師
』
　
本
文
様
式
の
再
現
を
図
っ
た
桂
解
物
で

あ
る
。
平
仮
名
付
訓
漢
籍
注
釈
書
の
代
名
詞
的
な
存
在
と
し
て
『
経

典
余
師
』
が
認
識
さ
れ
て
い
る
状
況
下
に
あ
っ
て
成
立
し
た
戯
作
で

あ
る
。為

永
春
水
作
渓
斎
英
泉
画
『
意
見
早
引
大
善
節
用
』
は
'
早
引
節

用
集
の
様
式
を
模
し
た
通
俗
教
訓
書
で
あ
る
。
天
保
十
四
年
山
崎
屋

清
七
に
よ
る
刊
行
で
、
口
絵
に
山
崎
屋
清
七
の
店
頭
を
描
く
。
こ
こ

に
　
「
四
書
注
解
　
全
部
」
　
「
(
増
)
　
補
早
引
節
用
集
　
全
一
冊
」
　
「
経

典
余
師
新
刻
校
合
」
と
い
う
三
枚
の
外
題
看
板
が
描
か
れ
て
い
る
。

山
崎
屋
は
嘉
永
の
問
屋
再
興
時
に
は
書
物
問
屋
に
加
入
し
て
い
る
が
'

天
保
期
よ
り
も
っ
ぱ
ら
往
来
物
の
出
版
を
行
っ
て
い
る
本
屋
で
あ
る
。

店
の
前
に
は
「
海
上
安
全
」
と
か
　
「
大
坂
□
町
/
河
内
屋
□
兵
衛
」

と
か
書
か
れ
た
船
荷
が
積
ま
れ
て
お
り
へ
上
方
出
来
の
書
籍
の
江
戸

流
通
に
力
を
入
れ
て
い
る
様
子
が
見
て
と
れ
る
。
『
経
典
余
師
』
　
の

刊
記
に
は
顔
を
出
さ
な
い
本
屋
で
あ
る
が
'
他
の
二
点
同
様
、
山
崎

屋
が
扱
う
に
相
応
し
い
、
安
定
的
な
売
れ
筋
の
書
物
の
代
表
と
し
て

『
経
典
余
師
』
　
の
書
名
が
こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

『
経
典
余
師
』
　
の
浸
透
ぶ
り
が
う
か
が
え
よ
う
。(S)

甲
斐
国
下
井
尻
村
の
地
主
で
あ
っ
た
依
田
家
の
文
書
に
　
『
書
物
貸

借
控
日
記
帳
』
が
あ
る
。
寛
政
九
年
(
一
七
九
七
)
十
二
月
の
年
記

が
表
紙
に
備
わ
り
'
依
田
宗
二
　
(
茂
矩
'
寛
保
三
1
享
和
元
)
　
の
同

693



一橋論叢　第134巻　第4号　平成17年(2005年) 10月号(176)

年
八
月
か
ら
の
貸
借
分
と
、
そ
の
十
二
月
二
十
五
日
返
却
の
記
事
か

ら
'
書
籍
の
賃
借
が
記
さ
れ
て
い
る
。
十
一
月
に
'
『
知
新
弁
疑
』
へ

『
斉
家
論
』
へ
　
『
経
典
余
師
四
書
之
部
』
　
の
う
ち
孟
子
四
巻
の
三
点
を

借
用
し
て
い
る
。
十
二
月
に
こ
の
三
点
を
返
却
す
る
と
と
も
に
へ

『
道
二
翁
道
話
』
二
巻
と
　
『
経
典
余
師
四
書
之
部
』
　
の
う
ち
大
学
巻

(
不
明
)

と
を
借
用
し
、
『
安
山
口
□
』
二
巻
と
『
道
二
翁
通
話
二
編
』
を
貸

し
て
い
る
。
『
四
書
之
部
』
　
と
　
『
四
書
序
之
部
』
　
は
、
寛
政
十
年
二

(<Nl>

月
に
白
身
で
購
入
し
て
い
る
。
他
に
貸
借
さ
れ
て
い
る
書
籍
に
　
『
翁

問
答
』
が
あ
り
へ
　
依
田
茂
矩
と
そ
の
周
辺
の
人
間
の
読
書
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
の
は
い
ず
れ
も
心
学
書
や
教
訓
書
で
あ
る
。
『
経
典
余

師
』
は
こ
れ
ら
と
一
連
の
読
書
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
経
書
の
世
界

に
分
け
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
固
た
る
倫
理
的
指
針
を
獲
得
し
、
地

域
に
お
け
る
指
導
的
立
場
を
確
保
し
て
い
こ
う
と
い
う
目
的
的
な
姿

勢
を
こ
こ
に
読
み
と
っ
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

寛
政
期
を
過
ぎ
た
こ
ろ
よ
り
'
村
落
指
導
者
層
以
外
に
も
素
読
が

(S)

流
行
し
始
め
る
。
そ
し
て
そ
の
好
学
の
風
潮
と
連
動
し
て
'
地
方
へ

の
'
ま
た
地
方
に
お
け
る
書
籍
流
通
網
が
開
け
そ
の
密
度
を
増
し
て

い
く
。
『
経
典
余
師
』
　
の
よ
う
な
、
自
学
自
習
の
具
は
'
新
た
に
張

り
巡
ら
さ
れ
て
い
く
書
籍
流
通
の
回
路
に
乗
っ
て
隅
々
に
ま
で
流
れ

て
い
-
に
相
応
し
い
書
籍
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
書
籍
の
開

発
が
地
方
・
階
層
を
超
え
て
'
前
代
に
は
無
か
っ
た
書
籍
需
要
を
喚
　
桝

起
し
て
い
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
漢
籍
が
　
「
余
師
」
　
の
形
式
を
借
り
、
ま
た

「
余
師
」
　
を
表
題
に
う
た
っ
て
刊
行
さ
れ
て
い
-
。
四
書
で
確
認
で

き
た
も
の
は
、
『
諸
大
学
講
釈
』
(
中
本
l
冊
へ
山
崎
美
成
著
へ
弘

化
四
年
和
泉
屋
市
兵
衛
求
版
)
、
『
論
語
余
師
』
『
中
庸
余
師
』
(
中
本
へ

嘉
永
四
年
瓜
生
氏
蔵
板
)
へ
　
『
四
書
講
釈
』
　
(
中
本
十
巻
十
冊
へ
　
嘉
永

六
年
文
昇
堂
版
)
。
明
治
に
な
っ
て
か
ら
藤
岡
屋
慶
次
郎
が
出
版
し

た
『
論
語
余
師
』
と
『
中
庸
余
師
』
も
あ
る
。
い
ず
れ
も
渓
百
年
の

関
与
は
ま
っ
た
-
無
い
。
ま
た
へ
　
『
唐
詩
選
和
訓
』
(
寛
政
二
年
へ
小

林
新
兵
衛
版
)
へ
　
『
経
典
余
師
　
蒙
求
之
部
』
　
(
文
政
八
年
へ
　
河
内
屋

太
助
版
)
、
『
古
文
後
集
余
師
』
(
文
化
八
年
へ
梅
村
伊
兵
衛
等
版
)
、

『
古
文
前
集
余
師
』
　
(
天
保
七
年
、
大
谷
仁
兵
衛
等
版
)
、
他
に
　
『
略

解
千
字
文
』
(
寛
政
、
蔦
屋
重
三
郎
版
)
を
始
め
と
し
て
「
千
字
文
」

や
「
三
字
経
」
な
ど
の
平
仮
名
付
訓
の
注
釈
書
が
数
多
-
出
版
さ
れ

て
い
く
。
ま
た
　
「
実
語
数
・
童
子
教
」
　
や
「
庭
訓
往
来
」
　
の
よ
う
な

往
来
物
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
本
文
の
注
釈
書
な
ど
'
素
読
の
材

と
な
り
そ
う
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
「
余

師
」
へ
　
ま
た
　
「
経
典
余
師
」
　
と
い
う
名
称
は
'
平
仮
名
付
訓
注
釈
書

の
あ
る
一
定
の
様
式
を
指
す
普
通
名
詞
と
な
っ
て
い
-
0



(177) 『経典余師』考

聖
教
を
「
平
ガ
ナ
ニ
て
ざ
っ
と
解
」
-
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の

『
経
典
余
師
』
　
に
対
す
る
摩
り
は
う
　
学
者
は
と
も
か
く
大
方
の
利
用

者
に
は
も
と
よ
り
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
先
の
依
田
家
の

蔵
書
日
録
に
も
購
入
し
た
『
経
典
余
師
』
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
岡

田
村
村
役
人
寺
沢
直
興
の
蔵
書
目
録
で
あ
る
　
『
書
物
目
録
』
　
(
文
化

元
年
正
月
)
に
は
「
渓
百
年
先
生
述
/
一
経
典
余
師
談
酢
)
帽
鮮

全
部
十
冊
/
渓
百
年
先
生
述
/
一
経
典
余
師
孝
経
　
全
一
冊
」
と

見
え
る
な
ど
へ
蔵
書
目
録
に
著
録
さ
れ
て
い
る
例
は
少
な
く
な
い
。

手
習
塾
や
家
塾
を
経
営
す
る
人
間
も
こ
の
書
の
便
宜
に
浴
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
へ
　
上
州
原
之
郷
村
で
手
習
塾
九
十
九
庵
を
開
い
た
三
代
船

(
」
)

津
伝
次
平
『
家
財
歳
時
記
』
　
の
　
「
諸
本
覚
」
は
書
籍
の
購
入
記
録
で

あ
る
が
、
「
酉
(
嘉
永
二
年
)
春
/
一
詩
経
余
師
　
拾
五
匁
」
へ
　
「
〃

(
巳
・
安
政
四
年
)
/
一
三
百
文
　
四
書
序
余
師
/
(
中
略
)
/
一

書
経
余
師
　
拾
弐
匁
」
、
「
〃
　
(
酉
・
文
久
元
年
)
　
/
一
古
文
前
後

集
余
師
　
金
壱
分
-
百
文
」
と
い
う
記
事
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来

る
。
伝
次
平
は
、
白
文
の
経
書
も
購
入
し
て
お
り
へ
　
素
読
の
　
「
正

解
」
を
簡
便
に
得
る
た
め
の
重
宝
と
し
て
　
『
経
典
余
師
』
を
利
用
し

た
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
へ
　
桐
生
新
町
の
組
頭
役
で
も
　
渡
波
舎
と
い

う
私
設
図
書
館
を
設
立
し
た
文
人
長
沢
仁
右
衛
門
の
蔵
書
目
録
『
書

籍
目
録
　
満
濃
舎
/
文
政
二
年
1
1
1
月
』
　
に
は
「
経
典
余
師
弟
子
識
孝

(
」
)

経
之
部
　
弐
本
」
と
見
え
る
。
他
に
も
信
濃
豊
科
で
私
塾
「
実
践

社
」
を
開
い
た
藤
森
桂
谷
の
も
の
　
(
豊
科
町
郷
土
博
物
館
所
蔵
)
　
な

ど
'
地
方
の
手
習
・
素
読
師
匠
の
旧
蔵
書
に
も
『
経
典
余
師
』
は
豊

富
に
含
ま
れ
て
い
る
。

世
田
谷
領
第
十
代
代
官
大
場
弥
十
部
の
著
し
た
『
県
の
礎
』
巻
之

三
に
「
和
泉
村
久
離
致
候
甚
蔵
帰
村
敢
計
記
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
'
近
隣
子
弟
の
教
育
に
情
熱
を
注
ぎ
へ
『
旭
日
傭
編
』

]QE

(
文
政
十
一
年
刊
)
　
等
の
著
作
を
著
し
た
小
町
雄
八
は
'
は
じ
め
甚

蔵
と
い
い
、
・
ば
く
ち
や
盗
品
売
買
な
ど
を
行
う
「
不
身
持
」
な
や
か

ら
で
あ
っ
た
。
寛
政
七
年
　
(
一
七
九
五
)
へ
　
二
十
1
才
の
時
、
村
を

出
奔
、
江
戸
に
出
て
亀
田
鵬
斎
の
も
と
で
飯
炊
き
奉
公
を
行
う
傍
ら

手
跡
や
素
読
の
稽
古
に
励
み
へ
　
菊
地
五
山
や
大
田
錦
城
に
入
門
す
る

な
ど
学
問
の
研
鎖
に
努
め
る
。
帰
村
を
許
さ
れ
'
儒
者
と
し
て
身
を

(S3

立
て
る
よ
う
に
な
っ
て
小
町
雄
八
と
改
名
し
た
。
同
記
に
は
、
「
一

体
村
方
二
而
博
葵
等
携
り
候
頃
こ
も
唐
詩
授
戒
は
仮
名
本
之
類
不
絶

懐
中
之
由
風
説
二
聞
」
　
と
あ
る
。
「
仮
名
本
之
類
」
　
が
平
仮
名
付
訓

の
経
書
で
あ
る
か
ど
う
か
断
言
は
出
来
な
い
が
'
彼
の
素
読
学
問
成

就
の
下
地
を
形
成
し
た
自
学
自
習
の
具
と
し
て
　
「
唐
詩
選
」
と
並
べ

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
へ
　
そ
の
可
能
性
は
低
く
は
な
か
ろ
う
。

天
保
十
二
年
(
一
八
四
一
)
か
ら
太
子
堂
村
で
髪
結
渡
世
を
し
て

695
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い
た
斎
藤
常
次
郎
寛
斎
は
う
文
久
元
年
(
1
八
六
一
)
　
よ
り
討
幕
運

動
に
参
加
へ
慶
応
三
年
(
一
八
六
七
)
薩
邸
浪
士
隊
に
加
わ
り
、
翌

四
年
に
は
赤
報
隊
結
成
時
に
加
盟
し
て
い
る
。
相
楽
総
三
ら
幹
部
が

偽
官
軍
の
汚
名
の
も
と
に
下
諏
訪
で
処
刑
さ
れ
た
際
へ
　
寛
斎
は
追
放

処
分
と
な
り
へ
　
世
田
谷
中
馬
引
沢
に
て
'
相
楽
の
遺
言
に
し
た
が
っ

て
郷
学
設
立
運
動
を
開
始
へ
五
百
両
の
資
金
を
集
め
て
太
子
堂
村
に

郷
学
所
を
設
立
す
る
。
ま
さ
に
幕
末
維
新
の
激
動
を
地
で
行
っ
た
よ

(
8
)

う
な
人
生
で
あ
る
。
そ
の
寛
斎
の
著
『
夢
の
浮
橋
千
代
の
里
』
　
に
、

白
身
の
教
養
形
成
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

い

ま

　

　

し

よ

　

が

く

よ

う

ろ

ん

ま

う

　

し

し

よ

　

　

　

　

　

　

よ

み

か

た

　

た

や

す

　

し

今
こ
の
書
は
学
庸
論
孟
の
四
書
を
し
て
そ
の
読
法
を
轍
く
知
り

か
つ
　
　
　
　
　
ぷ
　
ん
　
い
た
い
り
や
-
　
　
を
さ
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ら
が
な
　
　
　
ふ

且
そ
の
文
意
大
略
を
幼
き
も
の
に
知
ら
せ
ん
と
国
字
を
附
し

へ

ん

ひ

さ

ん

か

し

　

と

も

　

　

さ

と

　

　

　

　

　

　

い

つ

は

ん

　

ざ

い

う

　

お

て
辺
都
山
家
師
に
乏
し
き
郷
に
て
も
こ
の
1
本
を
座
右
に
措
き

つ

ね

　

じ

ゆ

く

ど

く

　

　

と

き

　

せ

い

じ

ん

け

ん

し

や

　

む

ね

　

さ

と

　

み

　

を

さ

　

い

へ

常
に
熟
読
す
る
時
は
聖
人
賢
者
の
旨
を
暁
り
身
を
備
め
家
を

と
)
の
　
よ
ろ
づ
　
　
ぎ
　
　
り
　
　
あ
き
　
　
　
　
　
　
　
も
の
　
　
ま
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
は
ん

斉
へ
万
の
義
理
を
明
ら
め
て
物
に
惑
は
ざ
る
の
大
本
と
な
す

じ
っ
　
　
う
ち
　
う
た
い
い
ち
　
　
し
よ
こ
ヽ
ろ
ざ
し
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
ど
　
う
　
　
お
こ
た
　
　
　
　
じ
ゆ
く
し

実
に
宇
宙
第
一
の
書
　
志
あ
ら
ん
児
童
は
慨
ら
ず
熟
視
す
べ

し

696

吾
幼
年
者
孤
徳
の
身
こ
て
し
ら
す
/
＼
懸
而
賎
キ
髪
結
賎
を
業

と
い
た
し
'
聖
賢
之
教
を
学
ひ
'
苦
し
を
も
知
り
度
へ
今
日
の

家
職
に
迫
れ
'
師
道
も
求
む
る
事
を
得
す
、
是
を
悲
ミ
へ
　
た
つ

き
の
ひ
ま
こ
か
な
つ
き
の
本
を
よ
ミ
綾
か
和
漢
の
書
二
身
ヲ
よ

せ
独
学
流
へ
　
随
而
職
た
-
さ
れ
と
も
'
古
今
之
盛
衰
を
見
つ
、

(S)

「
た
つ
き
の
ひ
ま
ニ
」
　
読
ん
だ
と
い
う
　
「
か
な
つ
き
の
本
」
　
は
'

ま
さ
に
『
経
典
余
師
』
　
の
よ
う
な
平
仮
名
付
訓
の
経
書
と
考
え
て
よ

と

く

し

よ

　

た

い

い

か
ろ
う
。
『
洞
経
典
余
師
』
(
文
久
元
年
)
附
言
「
読
書
の
大
意
」
に
、

と
あ
る
よ
う
な
歌
い
文
句
を
そ
の
ま
ま
実
践
し
た
よ
う
な
事
例
で
あ

る
。
素
読
の
師
を
家
業
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
範
囲
で
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
へ
自
学
自
習
の
学
問
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
珍
し

-
な
い
時
代
が
お
と
ず
れ
て
い
る
。
そ
の
際
に
必
要
と
さ
れ
る
書
籍

と
し
て
も
っ
と
も
行
わ
れ
た
の
が
　
『
経
典
余
師
』
　
で
あ
り
'
『
経
典

余
師
』
は
、
さ
ら
に
そ
の
様
式
を
範
と
し
た
一
連
の
　
「
余
師
」
　
の
登

場
を
も
促
し
た
。
こ
れ
ら
の
流
行
ぶ
り
は
、
近
世
後
期
へ
　
ま
す
ま
す

地
域
・
階
層
を
超
え
て
広
範
囲
に
厚
み
を
増
し
て
い
っ
た
素
読
、
学

問
へ
の
志
向
を
そ
の
ま
ま
物
語
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
潜
在
的
な
需

要
に
応
え
た
と
思
わ
れ
る
『
経
典
余
師
』
　
の
登
場
は
歴
史
の
必
然
で

あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
こ
の
平
仮
名
付
訓
の
平

易
な
経
書
注
釈
と
い
う
発
明
は
t
　
よ
り
高
次
の
自
己
を
獲
得
し
よ
う



(179) 『経典余師』考

と
い
う
意
欲
の
醸
成
へ
民
間
レ
ベ
ル
の
知
の
広
汎
な
る
底
上
げ
に
大

い
に
寄
与
し
た
は
ず
で
あ
る
。

(
-
)
　
『
随
筆
百
花
苑
第
九
巻
』
　
(
一
九
八
一
年
一
月
へ
　
中
央
公
論
社
)
。

(
2
)
　
高
井
規
行
「
渓
百
年
と
そ
の
思
想
」
(
日
本
思
想
史
研
究
全
編

『
日
本
思
想
史
へ
の
試
論
』
、
み
し
ま
書
房
へ
　
1
九
九
八
年
三
月
)
　
が

そ
の
僅
少
な
研
究
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

(
3
)
　
『
共
立
女
子
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
』
二
言
号
(
l
九
七
八
年

二
月
)
。

(
4
)
　
『
縞
江
戸
出
版
書
目
-
新
訂
版
よ
(
l
九
九
三
年
l
二
月
、

臨
川
書
店
)
　
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

(
5
)
　
『
京
都
書
林
仲
間
記
録
五
』
　
(
一
九
七
七
年
一
二
月
、
ゆ
ま
に

書'」)-

(
6
)
　
『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
第
十
四
巻
』
(
一
九
八
九
年
三
月
、
清

文
堂
出
版
)
0

(
7
)
　
『
同
第
三
巻
』
(
一
九
七
七
年
三
月
、
清
文
堂
出
版
)
0

(
8
)
　
『
同
第
十
五
巻
』
(
一
九
九
〇
年
三
月
、
清
文
堂
出
版
)
。

(
9
)
　
同
右

(
2
)
　
『
同
第
七
巻
』
　
(
一
九
八
五
年
三
月
、
清
文
望
出
版
)
。

c
=
o
　
前
掲
「
渓
百
年
と
そ
の
思
想
」
　
に
　
「
大
学
」
巻
の
異
同
一
覧
が

あ
る
。

(
2
)
　
『
京
都
書
林
仲
間
記
録
　
四
』
(
書
誌
書
目
シ
リ
ー
ズ
五
'
一
九

七
七
年
一
〇
月
、
ゆ
ま
に
葦
屠
)
。

(
2
)
　
『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
第
二
巻
』
(
一
九
七
六
年
三
月
、
清
文

望
出
版
)
0

(
2
)
　
『
同
第
三
巻
』
。

(
2
)
　
『
同
第
十
巻
』
(
一
九
八
三
年
一
二
月
へ
清
文
堂
出
版
)
0

(
2
)
　
『
同
第
十
六
巻
』
(
一
九
九
一
年
三
月
へ
清
文
堂
出
版
)
0

(
」
)
　
『
同
第
三
巻
』
。

(
2
)
　
『
同
第
十
四
巻
』
。

(
2
)
　
『
同
第
五
巻
』
(
一
九
八
〇
年
二
月
、
清
文
堂
出
版
)
0

(
ァ
)
　
『
京
都
書
林
仲
間
記
録
四
』
。

(
S
)
　
『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
第
三
巻
』
。

『
同
第
四
巻
』
(
一
九
七
八
年
二
月
へ
清
文
堂
出
版
)
。

近
世
中
後
期
の
依
田
家
に
つ
い
て
へ
　
ま
た
　
「
浪
人
」
　
と
い
う
身

分
に
つ
い
て
は
へ
山
本
英
二
　
「
浪
人
・
由
緒
・
偽
文
書
・
苗
字
帯

刀
」
(
『
関
東
近
世
史
研
究
』
二
八
号
へ
一
九
九
〇
年
五
月
)
、
同

「
甲
斐
国
「
浪
人
」
　
の
意
識
と
行
動
」
(
『
歴
史
学
研
究
』
六
一
三
号
、

一
九
九
〇
年
1
　
1
月
)
　
に
詳
し
い
。

(
3
)
　
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
編
史
料
叢
書
-
『
近
世
の
村
・

家
・
人
』
　
(
1
九
九
七
年
三
月
へ
　
名
著
出
版
)
。

「
地
方
書
商
の
成
長
と
書
籍
流
通
-
信
州
松
本
書
韓
高
美
屋
甚

左
衛
門
を
例
に
-
」
(
『
歴
史
評
論
』
六
六
四
号
へ
　
二
〇
〇
五
年
七

697
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c
T
|
"

『
長
野
県
教
育
史
第
八
巻
史
料
編
二
　
明
治
五
年
以
前
』
　
(
長

野
県
教
育
史
刊
行
会
へ
一
九
七
三
年
三
月
)
。

(
S
)
　
清
水
照
治
　
「
長
沢
仁
右
衛
門
と
私
設
図
書
館
潰
浸
舎
」
　
(
『
桐
生

史
苑
』
四
〇
号
へ
　
二
〇
〇
一
年
三
月
)
　
に
翻
刻
が
あ
る
。

l
o
o
)
　
高
橋
敏
　
『
近
世
村
落
生
活
文
化
史
序
説
』
　
(
一
九
九
〇
年
七
月
、

未
来
社
)
　
に
詳
し
い
。

『
世
田
谷
区
史
料
第
五
集
』
(
l
九
七
四
年
三
月
へ
東
京
都
世

田
谷
区
)
へ
　
『
世
田
谷
区
教
育
史
通
史
編
』
　
(
1
九
九
六
年
三
月
へ
世

田
谷
区
教
育
委
員
会
)
森
安
彦
執
筆
担
当
部
分
に
よ
る
。

(
8
)
　
『
世
田
谷
区
教
育
史
通
史
編
』
同
右
。

(
5
5
)
　
『
世
田
谷
区
教
育
史
資
料
編
一
』
(
1
九
八
八
へ
世
田
谷
区
教

育
委
員
会
)
0

(
中
央
大
学
教
授
)

698


